


第195集

March 2015 平成27年3月



国立歴史民俗博物館研究報告　第195集

 目　次

東山御文庫本『字書目録』
（勅封一六四―七四）

戦時下の清沢洌
『戦争日記』にみる戦時下日本批判と戦後構想

国立歴史民俗博物館総合展示第 1室
（原始・古代）の新構築事業
2013年度活動報告

森山泰太郎『民俗学研究所留学日誌』

韓半島南部地域青銅器～三韓時代
における環濠遺跡の変化と性格

［資料紹介］

［調査研究活動報告］

小倉慈司……………………………………………………

佐久間俊明…………………………………………………

渋谷綾子
大塚宜明

李　秀鴻………………………………………………………

小池淳一……………………………………………………

57

表紙図版＝表：北海道伊達市北黄金貝塚の縄文時代の石皿から見つかった植物の細胞組織とデンプン粒
　　　　　裏：横浜市大塚遺跡復元模型の改修

残存デンプン粒分析における
コンタミネーションの検討
北海道伊達市北黄金貝塚を中心として

［研究ノート］

渋谷綾子・青野友哉…………………………

永谷幸人
79

…………………………………………………111

1

137

123



Contents:

Research Notes

Examination of Contaminated Materials in Starch Residue 

Analysis : Focusing on the Kitakogane Shell Mounds in 

Date City, Hokkaido

LEE Soo–hong                                    

SAKUMA Toshiaki                              

SHIBUTANI Ayako, AONO Tomoya and NAGAYA Yukihito

OGURA Shigeji                                 

KOIKE Jun’ichi                                             

SHIBUTANI Ayako and OTSUKA Yoshiaki

Kiyosawa Kiyoshi during the Asia–Pacific War : Analysis of “Senso 

Nikki (A Diary of Darkness)” to Examine the Criticism against Japan 

in the Wartime and Ideas about Postwar Order

“Jisho Mokuroku” (Catalogue of the Imperial Library Chinese Classics)

in Higashiyama Imperial Library

Renovation Project of the Permanent Exhibition Gallery One 

(Prehistoric and Early Japan) of the National Museum of

Japanese History : FY 2013 Activity Report

Attributes of Surrounding Moat Remains in the Southern 

Korean Peninsula and Their Changes during the Bronze Age 

to the Three Kingdoms Period of Korea

Studying-Abroad Diary to Folklore Research 

Institute by Taitaro Moriyama

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

Report on Investigation and Research Activities

111

137

79

1

                       

Research Materials

                       

57

123



『国立歴史民俗博物館研究報告』寄稿要項

1 　 国立歴史民俗博物館研究報告（以下「研究報告」という）は，歴史学，考古学，民俗学及びそれらの協業
による広義の歴史学並びにそれらと関連する諸分野に関する論文，研究ノート，資料紹介，調査研究活動
報告を掲載・発表することにより，それらの学問の発展に寄与するものである。

2 　研究報告に寄稿することができる者は，次のとおりとする。
　一　国立歴史民俗博物館（以下「博物館」という。）の教職員（客員教員を含む。）
　二　運営会議委員
　三　名誉教授
　四　博物館が受け入れた各種研究員及び研究協力者
　五　特別共同利用研究員のうち受入れ期間中の研究成果の発表を希望する者で，指導教員が推薦した者
　六　博物館の館蔵資料を調査・研究し，その成果をまとめた者
　七　その他博物館において適当と認めた者
3 　 寄稿する場合は，論文，研究ノート，資料紹介，調査研究活動報告のうち，いずれであるかをその表紙に

明記するものとする。なお，この区分についての最終的な調整は，博物館の研究報告編集委員会（以下「委
員会」という）において行う。

4 　 原稿執筆における使用言語は，日本語を原則とする。ただし，他の言語を用いる場合は，日本語の翻訳か
抄訳を付ける。

5 　特殊な文字，記号，印刷方法が必要な場合は，委員会に相談するものとする。
6 　 寄稿する論文には，800 字以内の日本語要旨と 400 語程度の英語要旨を付けるものとする。また，5 項目

以内のキーワードを付ける。
7 　 寄稿する原稿の分量は刷り上がり 40 頁（写真・図版・表および論文要旨等も含む）以内に収めること。また，

写真・図版等は掲載箇所を指示し，大きさを指定すること。カラー頁は原則として認めない。なお，編集
委員会の判断により，全体の分量等の関係から圧縮や分割掲載を指示する場合がある。

　　 1 頁あたりの構成：縦書　32 字　27 行　2 段（1,728 文字）
　　　　　　　　　　　横書　44 字　37 行　1 段（1,628 文字）
　　文字の大きさ　　：13Q
　　大きさの目安　　：版面　横 169mm × 縦 237.5mm（最大）
8 　写真・図版等の掲載に関する許諾は寄稿者がとること。
9 　寄稿の際は打ち出し原稿 3 部及び FD，CD 等電子媒体 1 部を添付すること。
10　寄稿された原稿は，委員会において査読者を定め，審査のうえ，採否を決定する。
11　 寄稿された原稿等は，採否に関わらず返却しない。ただし，写真・版下図版等返却が必要なものは申し出

ること。
12　 『国立歴史民俗博物館研究報告』の編集著作物としての著作権は，大学共同利用機関法人人間文化研究機

構にあるが，投稿原稿等の著作権は，各投稿者にある。
13　論文要旨および英文要旨については，博物館のホームページに掲載を承諾するものとする。
14　 機関リポジトリ等への掲載は，研究報告の紙型を用いた場合は研究報告刊行から一年後以降に，また紙型

を用いないデータのみの場合は，研究報告奥付日以降に初出を明記した上で掲載をすることができる。
15　博物館で作成する抜刷は，100 部までとする。
16　稿料の支払い，掲載料の徴収は行わない。
17　原稿の寄稿先および連絡先は，次のとおりとする。
　　〒 285‒8502  千葉県佐倉市城内町 117 番地 

国立歴史民俗博物館研究報告編集委員会（代表電話　043‒486‒0123）
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